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 日本農業経済学会  

 

１．概要 日本農業経済学会 2024 年度大会は，2025 年 3 月 29 日（土）30 日（日）の 2 日

間の日程で，日本大学 生物資源科学部（〒252-0880 神奈川県藤沢市亀井野 1866）を会場

として開催します．本大会は現地での対面開催を予定しています．大会 1 日目は 9:00～17:00 

の予定でシンポジウム等を実施し，終了後に懇親会を行います（懇親会会場）．大会 2 日目

は 9:00～16:00 の予定で個別報告（口頭報告およびポスター報告）・特別セッションを実施

します．多数のご参加をお待ちしております．  

 

２．参加登録 本大会への参加は，原則的に大会特設サイトを通じた事前登録制とします．

参加申込の開始は 2025 年 1 月上旬頃を予定しています．参加費は正会員 4,000 円，学生会

員 3,000 円とし，懇親会費は正会員 6,000 円，学生会員 3,000 円とする予定です．詳細は，

10 月下旬の大会案内でお知らせします．  

 

３．大会シンポジウム 全体テーマを「新たな時代を迎える日本の食と農─ポスト新自由主

義の食農経済論─（仮題）」とし，シンポジウムを開催します．概略は以下の通りです． 

  

座長： 辻村英之（京都大学） コメンテーター：立川雅司（名古屋大学） 

報告：新自由主義の食生活と食料貿易構造 

─ポスト新自由主義フードレジームの予兆を見出すために─（仮題） 

 磯田 宏（九州大学） 

生物多様性と食品企業経営─企業の社会的責任(CSR)から自然資本へ─（仮題） 

                              栗山浩一（京都大学） 

環境負荷低減のための食品に対する消費者の選好 

─環境保全型農産物から代替肉まで─（仮題）      氏家清和（筑波大学） 

「食料・農業・農村基本法」改正法におけるポスト新自由主義の度合 

   ─「食料安全保障」「合理的な価格形成」「環境負荷低減」を中心に─（仮題） 

       池上甲一（近畿大学名誉教授/家族農林漁業プラットフォーム・ジャパン） 

 

４．個別報告等 本大会では，①個別報告（口頭報告），②個別報告（ポスター報告），③特

別セッションをそれぞれ募集します（※特別セッションは，研究グループによる共通テーマ

の下，複数の研究報告と討論，および会場参加者との質疑を行う研究の場です）．ただし，

筆頭での報告は，①②③を通じて 1 報告に限られます．口頭報告の報告時間は 25 分（報告

17 分・質疑 7 分・交代時間 1 分）を予定しています．ポスター報告は，満 40 歳未満の筆頭



報告者を対象としたポスター賞の選考の対象となるため，指定時間に 10 分の報告（質疑応

答 3 分を含む）を行うことが求められます．特別セッションは，1 セッション当たりの時間

を 3 時間以内に収めてください（セッション内の時間配分は，代表者に委ねられます）．エ

ントリーは 12/1（日）～12/9（月）の期間に受け付ける予定ですが，詳細は 10 月下旬の大

会案内及び学会ホームページを通じてお知らせします．  

 

※留意事項 ① 報告言語として日本語または英語のどちらかを選択していただきますが，

エントリー時に提出する報告要旨・報告原稿，当日の発表用資料，また，大会終了後の投稿

原稿についても，選択した言語を用いて作成していただく必要があります．  

② エントリーに際しては，4～6 頁の完成原稿の提出が必要となりますのでご注意ください

（特別セッションにおける報告も原則的に同様です）．  

③ 個別報告の筆頭報告者及びコレスポンディングオーサーは，大会時に本学会の会員であ

ることが求められます．また，特別セッションの代表者および報告者・コレスポンディング

オーサーも，個別報告と同様の会員要件が求められます（座長・コメンテーターについては，

制約はありません）．未会員の方は，学会ホームページを通じてあらかじめ入会手続きを行

ってください． 

④ 個別報告（口頭報告・ポスター報告）および特別セッションにおける個々の報告は，大

会終了後に，筆頭報告者を筆頭著者として，和文報告は「報告論文」として『農業経済研究』

に，英文報告は「Research Letters」として『Japanese Journal of Agricultural Economics (JJAE)』

に投稿することができます．投稿を予定している方は，学会ホームページに掲載している論

文投稿規程などをあらかじめご確認ください．  

⑤ 特別セッションは，運営のための実費相当（会場費やアルバイト代等）をご負担いただ

きます．料金は 1 セッション当たり 2 時間までが 1 万円，2 時間を超えて 3 時間までを 1.5 

万円に設定する予定です．支払方法等の詳細は後日，代表者に個別にご連絡します．  

 

６．保育室の設置：本大会は現地開催を予定しているため，1 歳児以上を対象として，大会

期間中の保育室の設置を検討しています．利用を希望される方の意向をお伺いすることに

なりますが，詳細は 10 月下旬の大会案内でお知らせします．  

 

７．問合先：本大会に関する問い合わせは学会事務局までお願いします．  

〒104-0033 東京都中央区新川 2-22-4（新共立ビル 2 階）（株）共立内  

日本農業経済学会事務局（担当：齋藤・諏訪）  

電話：03-3551-9896  

FAX：03-3533-2047 e-mail：office@aesjapan.sakura.ne.jp  

日本農業経済学会 HP：https://www.aesjapan.or.jp/ 

                以上 
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